
令和３年９月定例会 あいさつ 

  

 皆さま、おはようございます。 

 

本日ここに、久山町議会９月定例会を招集いたしましたところ、議員全員の皆さまのご出席を賜 

 

り、誠にありがとうございます。 

 

お盆の間に発生した記録的豪雨は、数十年に一度のレベルとも言われる大雨となり、現在も警戒 

 

状況は継続しており、いつ、どこで、大雨が降るか予測できない状況となっています。 

 

県内外においては、さまざまな災害が発生しています。本町においても防災に対する備えや避難 

 

等を含めた情報発信の強化に努め、これから迎える台風シーズンに「万全の体制」を図り、住民の皆 

 

さまの「安全・安心」を守っていきたいと思います。 

 

さて、第１回アテネ大会に始まった 125 年にわたるオリンピックの歴史の中で、初めて１年延期 

 

が行われ開催された「夏季オリンピック東京大会」が、先日、無事に 17 日間の幕を閉じ、次の開 

 

催地である「フランス・パリ」へバトンが渡されました。 

 

今回のオリンピックは、新型コロナウイルス感染症が拡大する中での開催となり、世界中から注 

 

目をされるオリンピックとなりました。改めて開催を振り返ってみますと、選手たちが目標に向か 

 

って全力で戦う姿に胸が熱くなり、このような苦しく、つらい時代だからこそ、一層の感動と元気 

 

をもらった人が多かったのではないでしょうか。 

 

日本の成績は、金メダル 27 個をはじめ、銀メダル、銅メダルを合わせると、58 個という過去最 

 

高の成績でした。これは、選手たちが目標に向かって一心不乱に努力してきた表れではありますが 

 

全選手が逆境の中でも「夢」や「希望」を諦めず行動することの大切さを次世代の人たちに伝えた 



いという「強い思い」とそして、「大きなエネルギー」を選手から感じました。 

 

オリンピックは「国」や「時」を超えた「人づくり」の場でもあると感銘を受けました。 

 

そして、行政に携わる私たちの仕事においても、次世代に「何を伝え」、「何を残していくか」 

 

改めてアスリートと同じ共通の使命があることを再認識し、決意を新たに今後の職務に取り組んで 

 

まいりたいと思います。今月の 24 日から始まる東京２０２０パラリンピック競技大会においても 

 

選手の皆さんの活躍を心から願い、全力でエールを送りたいと思います。 

 

次に、新型コロナウイルス感染症についてですが、変異株の感染力の強さは、ワクチン接種が完 

 

了していない世代を中心に、急激な感染拡大を続けています。 

 

福岡県では、８月２日にまん延防止等重点措置を実施すべき区域として福岡都市圏なども指定し 

 

感染の拡大防止に向けて努めている状況です。そのような中において、本町では感染拡大防止に取 

 

り組みながら、ワクチン接種を予定通りスピーディーに進めています。既に７月中旬で町内の高齢 

 

者の皆さまの約 90%を完了しており、現在は、16 歳の方まで接種券の配布を終え、今後、12 歳の 

 

方までの接種を実施する予定となっています。国からのワクチン配給状況にもよりますが、10 月 

 

末には、当初希望された住民の皆さまへの接種が完了する見込みです。しかし、このまま感染症の 

 

拡大が続いていく場合は、ワクチン接種の手法や回数などについて検証が行われるかもしれませ 

 

ん。今後も国、県の動向を踏まえ、引き続き迅速に対応してまいりたいと思います。 

 

そして、次に、令和３年度当初予算作成時に懸念しておりました、令和２年度の決算状況につい 

 

てですが、町税につきましては、やはり減額となりましたが、地方交付税やふるさと応援寄附金の 

 

増額などにより、約３億 2,400 万円の実質収支額となっています。 



そのため、次年度以降の予算の財源となる積み立て等も考慮しながら、令和３年度当初予算にお 

 

いては計上できませんでした、住民の皆さまの暮らしに影響する、道路の維持補修や改修事業、児 

 

童数の増加による久原小学校の特別室改修設計費などについて、一般会計補正予算として今回１億 

 

1,686 万 9,000 円を計上させていだいております。 

 

最後に、コロナ禍で全世界が答えの見えない課題に向き合っています。その解決の糸口として、 

 

ふるきを温め新しきを知る、「温故知新」の考え方が今、再注目されています。本町においては、 

 

約半世紀に及ぶ「国土」「社会」「人間」の健康のまちづくりの成果を認識し、これからいかに変 

 

化、発展させ次世代へつないでいくかを検討することが、重要だと捉えております。先人たちと同 

 

様に、20 年、30 年、50 年後の未来を見据えたまちづくりを意識すると同時に、久山町だからでき 

 

る社会への役割を果たしていけるように努めてまいる所存です。引き続き、議員の皆さまのご支援 

 

ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

 さて、今回、定例会に提案します案件は、久山町表彰条例に基づく功労者の表彰について承認を 

 

お願いする案件並びに令和２年度久山町一般会計歳入歳出決算認定、令和３年度久山町一般会計補 

 

正予算（第３号）など、全 13 議案でございます。詳細につきましては、担当課長が議案説明会に 

 

おいてご説明申し上げますので、ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

令和３年８月 17 日 

        久山町長 西村 勝 

 


